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戸
幕
府
上
方
支
配
機
構
の
研
究
』

藤
　
本
　
仁
　
文

第
四
章

第
二
部

　
第
～
章

第
二
章

終
章
　
本
書
の
成
果
と
今
後
の
課
題

し
て
　
　
（
二
〇
〇
九
）

上
方
支
配
機
構
に
お
け
る
京
都
・
大
坂
町
奉
行
一
「
上

方
の
評
定
所
」
と
し
て
一
（
二
〇
〇
九
）

江
戸
幕
府
上
方
代
官
の
幕
領
支
配

上
方
代
官
の
幕
領
支
配
改
革
l
－
1
安
永
九
年
令
を
中
心
に

一
（
二
〇
〇
四
）

大
坂
代
官
の
幕
領
支
配
一
大
坂
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
と

の
関
係
を
中
心
に
　
　
　
（
二
〇
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
稿
）
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～
　
本
書
の
構
成
と
課
題

　
本
書
は
、
一
九
七
五
年
生
れ
で
あ
る
著
者
の
課
程
博
士
論
文
「
近
世
中
後

期
の
上
方
に
お
け
る
幕
府
の
支
配
機
構
」
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
二
〇
〇
四
1
0
九
年
の
間
に
発
表
し
た
五
本
の
論
考
を
加

筆
・
修
正
の
う
え
、
第
一
部
四
章
・
第
二
部
二
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
　
先
行
研
究
の
成
果
と
本
書
の
課
題
（
新
稿
）

第
一
部
　
江
戸
幕
府
の
上
方
支
配
機
構

　
第
一
章
　
上
方
に
お
け
る
幕
府
の
支
配
機
構
一
身
分
上
の
「
支

　
　
　
　
　
配
」
関
係
と
職
務
上
の
指
揮
監
督
関
係
　
　
　
（
二
〇
〇

　
　
　
　
　
八
）

　
第
二
章
　
上
方
支
配
機
構
に
お
け
る
裁
判
と
行
政
一
咽
御
仕
置
例

　
　
　
　
　
類
集
魅
の
検
討
を
中
心
に
f
（
二
〇
〇
八
）

　
第
三
章
　
京
都
・
大
坂
の
幕
府
機
構
と
町
奉
行
一
二
人
制
に
注
目

　
本
書
の
問
題
関
心
や
課
題
を
本
文
中
か
ら
引
用
す
る
と
、
「
大
坂
を
中
心

と
す
る
幕
府
の
機
構
に
つ
い
て
は
重
要
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
が
、

特
定
の
時
期
や
役
職
に
関
す
る
事
実
の
み
が
指
摘
さ
れ
た
り
、
堺
奉
行
に
あ

ま
り
書
及
さ
れ
な
い
な
ど
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
も
い
く
つ
か
の
即
題
が
あ
る
。

他
方
、
所
司
代
や
京
都
町
奉
行
と
い
っ
た
京
都
を
中
心
と
す
る
幕
府
の
機
構
、

お
よ
び
、
京
都
や
大
坂
の
機
構
と
江
戸
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な

こ
と
が
ら
さ
え
も
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
（
六
頁
）
と

い
う
点
で
あ
る
。
著
者
が
指
摘
す
る
逓
り
、
近
世
上
方
支
配
研
究
は
大
坂
周

辺
に
分
析
が
集
中
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
役
職
同
士
の
関
係
を
考
察
し
、
支

配
機
構
と
し
て
解
明
す
る
と
い
う
視
角
を
欠
い
て
き
た
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
従
来
の
上
方
支
配
研
究
が
抱
え
る
問
題
を
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
突
い
て
、
上
方
東
部
・
西
部
地
域
の
両
方
を
分
析
し
、
な
お
か
つ
支
配

機
構
の
解
明
と
い
う
観
点
か
ら
研
究
を
続
け
て
き
た
著
者
が
そ
の
成
果
を
纏

め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。



評書

二
　
内
　
容
　
紹
　
介

　
第
一
部
「
江
戸
幕
府
の
上
方
支
配
機
構
」
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

の
い
わ
ゆ
る
国
分
け
以
後
の
上
方
支
配
を
、
機
構
論
と
し
て
新
た
に
提
示
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
同
年
以
前
に
お
い
て
、
山
城
・
大
和
・
近
江
・
丹

波
・
摂
津
・
河
内
・
和
泉
・
播
磨
の
上
方
八
力
国
の
裁
判
・
行
政
は
京
都
町

奉
行
所
が
担
当
し
た
が
、
国
分
け
に
よ
っ
て
摂
河
口
播
の
四
ヵ
国
は
大
坂
町

奉
行
所
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
と
従
来
は
理
解
さ
れ
て
き
た
。
本
書
で
は
、

起
請
文
・
下
知
状
や
江
戸
一
上
方
問
お
よ
び
上
方
内
部
で
の
法
令
伝
達
・
伺

等
の
処
理
過
程
を
分
析
し
、
所
司
代
・
城
代
を
頂
点
と
す
る
二
つ
の
上
方
支

配
機
構
が
並
び
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
新
た
に
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た

こ
の
機
構
が
、
江
戸
を
中
心
と
す
る
幕
府
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
、
安
定
的

か
つ
統
一
的
に
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
国
分
け
以
降
に
お
け
る
、
役
人
が
取
り
結
ぶ
関
係
や
法
令

の
伝
達
・
実
施
過
程
を
分
析
し
、
上
方
奉
行
は
身
分
上
に
お
い
て
は
老
中
支

配
下
で
あ
っ
た
が
、
職
務
上
に
お
い
て
、
京
都
・
伏
見
・
奈
良
奉
行
は
所
司

代
、
大
坂
・
堺
奉
行
は
城
代
の
指
揮
監
督
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
老
申
よ
り
の
法
令
の
仲
介
等
、
所
司
代
・
城
代
は
二
つ
の
支
配
機
構
を

代
表
す
る
窓
口
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
二
章
で
は
、
幕
府
の
基
本
先
例
集
で
あ
る
『
御
乱
塾
例
類
集
匝
を
素
材

に
、
役
人
が
業
務
を
処
理
す
る
過
程
や
権
限
、
そ
こ
で
発
給
・
伝
達
さ
れ
る

文
書
を
分
析
し
、
所
司
代
・
城
代
・
各
奉
行
が
　
体
的
・
遮
続
的
に
業
務
を

処
理
し
機
構
と
し
て
機
能
す
る
様
相
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ

ら
に
所
司
代
・
城
代
は
上
方
奉
行
の
伺
い
に
対
し
て
自
ら
判
断
・
指
示
し
、

従
来
将
軍
・
老
中
の
み
が
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
死
罪
を
含
め
、
上
方

内
部
で
処
理
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
三
章
で
は
、
所
司
代
は
地
域
支
配
・
朝
廷
統
制
・
二
条
城
守
衛
の
三
つ
、

城
代
は
地
域
支
配
・
大
坂
城
守
衛
の
二
つ
の
分
野
に
わ
た
り
、
役
人
を
指
揮

監
督
し
て
そ
の
業
務
を
統
括
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
京
都

で
は
町
奉
行
・
禁
裏
付
、
大
坂
で
は
町
奉
行
・
定
番
と
い
う
二
人
制
を
と
る

二
つ
の
役
職
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
制
の
長
官
で
あ
る
所
司
代
・
城
代
の
も
と
に

合
議
体
を
構
成
し
た
こ
と
、
二
人
共
同
の
調
査
・
審
議
や
所
司
代
・
城
代
・

各
奉
行
不
在
時
の
代
行
等
の
役
割
に
注
目
し
て
、
支
配
機
構
に
お
け
る
二
人

制
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
、
京
都
・
大
坂
町
奉
行
は
所
司
代
・
城
代
の
諮
問
に
応
え
、

逆
に
公
事
・
訴
訟
日
に
は
所
司
代
・
城
代
が
町
奉
行
所
に
て
公
事
を
聴
く
な

ど
両
者
は
密
接
に
連
携
し
、
ま
た
両
町
奉
行
は
伏
見
・
奈
良
・
堺
奉
行
と
所

司
代
・
城
代
の
間
を
取
り
持
つ
等
、
両
町
奉
行
の
役
割
に
よ
っ
て
支
配
機
構

の
一
体
性
が
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
老
中
に
並
ぶ
所
司

代
・
城
代
の
よ
う
な
最
上
層
の
役
人
が
配
置
さ
れ
か
つ
両
町
奉
行
が
特
別
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
江
戸
か
ら
一
定
程
度
自
立
し
つ
つ
、
統
～
的
な
地

域
支
配
を
実
現
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
二
部
「
江
戸
幕
府
上
方
代
官
の
幕
領
支
配
」
は
、
享
保
期
以
降
の
上
方

幕
領
支
配
に
関
し
て
、
上
方
奉
行
・
上
方
代
官
・
勘
定
奉
行
の
三
者
の
権

限
・
役
割
を
分
析
し
、
従
来
の
理
解
と
は
異
な
る
そ
の
具
体
像
を
解
明
し
て

い
る
。
従
来
は
、
享
保
期
に
全
国
の
幕
府
領
・
代
官
を
「
関
東
」
と
「
上

方
」
と
い
う
地
域
別
に
編
成
す
る
方
式
が
廃
止
さ
れ
、
勘
定
奉
行
所
が
全
国

を
＝
兀
的
に
管
理
・
指
揮
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
勝
手

方
に
つ
い
て
の
み
上
方
を
含
む
全
国
の
幕
府
領
や
代
官
を
＝
聡
慧
に
管
理
・

指
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
新
し
い
位
鍛
づ
け
を
行
っ
た
。
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第
一
章
で
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
に
大
和
高
取
藩
預
所
の
住
民
に

よ
る
窃
盗
事
件
を
契
機
に
幕
領
支
配
を
統
一
的
に
改
革
す
る
法
令
が
出
さ
れ
、

一
支
配
限
の
場
合
に
は
上
方
代
宮
が
単
独
審
理
す
る
原
則
が
確
立
す
る
等
、

安
永
・
天
明
期
に
上
方
代
官
に
よ
る
幕
領
支
配
が
上
方
奉
行
か
ら
自
立
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
に
一
支
配
限
で
も
吟
味
し
が
た
い
案
件
は
、

上
方
代
官
が
勘
定
奉
行
に
伺
う
こ
と
な
く
、
上
方
奉
行
へ
差
し
出
す
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
第
二
章
で
は
、
上
方
代
官
の
代
表
で
あ
る
大
坂
代
官
を
事
例
に
、
安
永
・

天
明
期
の
改
革
の
様
相
を
具
体
的
に
分
析
し
た
。
大
坂
代
宮
は
公
事
方
に
関

す
る
事
柄
を
中
心
に
、
～
支
配
限
と
他
支
配
・
私
領
引
合
の
い
ず
れ
の
場
合

で
あ
っ
て
も
大
坂
町
奉
行
の
対
応
に
積
極
的
に
準
拠
し
、
江
戸
の
勘
定
奉
行

は
収
益
や
財
政
な
ど
の
勝
手
方
に
つ
い
て
は
関
与
す
る
も
の
の
、
上
方
幕
領

に
お
け
る
問
題
の
多
く
を
現
地
で
あ
る
上
方
の
処
理
に
委
ね
続
け
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

三
　
研
究
史
上
の
位
置
づ
け

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
研
究
史
の
大
き
な
盲
点
と
な
っ
て

い
た
課
題
を
解
明
し
て
い
る
た
め
、
砥
究
史
上
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
も

明
快
で
あ
る
。
第
一
に
、
京
都
所
司
代
・
大
坂
城
代
を
中
心
と
す
る
上
方
の

幕
府
支
配
機
構
が
具
体
的
か
つ
立
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
所
司
代
・
城
代
を
組
み
込
む
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
り
、
そ
の

役
割
・
権
限
は
部
分
的
に
解
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
書
で
は
、
所
司

代
・
城
代
歴
任
者
が
い
る
大
名
家
史
料
や
上
方
関
係
史
料
を
全
国
各
地
の
調

査
を
通
じ
て
収
集
し
、
新
た
な
視
角
か
ら
実
証
性
の
高
い
分
析
を
行
っ
て
い

る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
在
地
史
料
を
読
む
研
究
手
法
の
限
界
を
指
摘
し
た
岩

城
卓
二
氏
の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
と
い
え
る
。

こ
の
結
果
、
断
片
的
な
理
解
に
留
ま
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
イ
メ
ー
ジ
だ
け

が
先
行
し
て
き
た
両
役
職
の
具
体
像
が
実
証
を
伴
っ
て
正
確
に
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
ま
た
長
官
と
し
て
の
両
役
職
に
注
目
し
な
が
ら
機
構
全
体
を
見
渡
し

た
点
も
重
要
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
「
職
扁
と
「
職
」
と
の
関
係
性
、
お
よ
び
支
配
機
構
全
体
の
中

で
の
「
職
」
そ
れ
ぞ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
在
地

史
料
を
読
む
研
究
手
法
の
問
題
と
も
関
わ
る
が
、
従
来
例
え
ば
大
坂
町
奉
行

は
、
村
・
民
衆
と
直
接
触
れ
る
部
分
の
み
で
理
解
さ
れ
、
そ
れ
は
民
衆
が
遠

望
す
る
町
奉
行
の
姿
の
一
端
で
し
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
一
旦
離
れ
て
、

支
配
機
構
面
体
の
申
で
各
役
職
を
位
麗
づ
け
直
す
と
い
う
新
し
い
視
角
で
分

析
を
行
い
、
一
天
鯛
の
位
罷
づ
け
等
、
こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
多
く
の
事

実
を
明
ら
か
に
し
た
。
上
方
支
配
研
究
の
関
心
が
薄
か
っ
た
、
法
舗
史
研
究

の
成
果
や
藤
井
譲
治
氏
に
よ
る
幕
藩
官
僚
制
論
等
の
研
究
視
角
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
結
果
と
し
て
京
都
・
大
坂
町
奉
行
・
奈
良
奉

行
・
伏
見
奉
行
・
堺
奉
行
は
勿
論
の
こ
と
、
大
坂
定
番
や
禁
裏
附
ま
で
含
め

て
本
格
的
に
解
明
さ
れ
た
と
い
え
、
上
方
に
留
め
ず
に
江
戸
幕
府
支
配
機
構

論
と
し
て
も
重
要
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
大
坂
を
対
象
と
す
る
上
方
支
配
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と

と
も
に
、
も
う
一
つ
の
中
心
で
あ
る
京
都
を
対
象
と
す
る
研
究
を
ほ
ぼ
同
じ

水
準
に
ま
で
高
め
、
な
お
か
つ
両
地
域
の
共
逓
性
・
相
違
点
を
解
明
し
た
こ

と
で
あ
る
。
す
で
に
著
者
の
文
章
を
引
用
し
た
が
、
従
来
は
上
方
支
配
研
究

と
呼
称
し
な
が
ら
も
、
大
坂
周
辺
の
研
究
に
集
中
し
て
お
り
、
京
都
に
関
し

て
は
散
発
的
・
断
片
的
な
研
究
に
留
ま
る
。
大
坂
に
関
し
て
は
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
す
る
研
究
者
が
次
々
生
ま
れ
る
の
に
対
し
、
誠
に
不
思
議
な
こ
と
で
は
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評ぎ鋤

国

あ
る
が
、
京
都
に
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
［
要
因
で
あ
ろ
う
。
本

書
は
、
京
都
生
ま
れ
で
あ
る
著
者
が
、
大
坂
を
同
じ
よ
う
に
視
野
に
入
れ
て
、

二
〇
代
後
半
－
三
〇
代
前
半
と
い
う
貴
重
な
歳
月
と
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぎ
込
ん
だ
労
作
で
あ
り
、
長
い
間
残
さ
れ
て
き
た
課
題
が
一
定
程
度
解
決
さ

れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
三
点
は
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
本
書
の
背
骨
と
な
っ
て
お
り
、
本
書

が
確
か
な
実
証
性
と
秩
序
立
っ
た
体
系
性
を
合
わ
せ
も
っ
て
い
る
理
由
に
な

っ
て
い
る
。
京
都
・
大
坂
の
両
方
を
包
摂
し
た
支
配
機
構
論
と
い
う
、
従
来

の
上
方
支
配
研
究
が
欠
落
さ
せ
て
き
た
、
肝
心
要
と
な
る
ピ
ー
ス
の
一
つ
が

埋
め
ら
れ
た
と
言
え
る
。
今
後
の
上
方
支
配
研
究
が
拠
り
所
と
す
べ
き
土
台

と
し
て
、
ま
た
京
都
・
奈
良
・
伏
見
と
大
坂
・
堺
と
い
う
従
来
別
々
に
議
論

さ
れ
て
き
た
両
地
域
が
対
話
し
て
い
く
土
台
と
し
て
、
絶
え
ず
検
証
を
繰
り

返
し
な
が
ら
永
く
読
ま
れ
る
べ
き
成
果
で
あ
る
。

四
　
若
干
の
疑
問
・
枇
判

　
以
下
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
上
方
支
配
研
究
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え

る
べ
き
三
点
に
絞
っ
て
、
疑
問
・
批
判
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ
の
疑
問
・

批
判
は
い
ず
れ
も
、
本
書
が
主
張
す
る
「
江
戸
を
中
心
と
す
る
幕
府
に
お
い

て
上
方
の
支
配
機
構
が
一
定
程
度
自
立
し
て
い
る
」
（
三
〇
八
頁
）
等
、
近

世
中
後
期
の
上
方
支
配
機
構
が
江
芦
か
ら
一
定
程
度
自
立
し
て
い
た
と
い
う

評
価
に
関
し
て
、
そ
れ
が
妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
収
敏
し
て
い

く
。
評
者
も
、
上
方
支
配
機
構
が
江
戸
か
ら
相
対
的
自
立
性
を
有
し
て
い
た

と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
や
位
置
づ
け
方
が
異
な
る
た
め
、
以
下
で
は

こ
の
問
題
に
重
点
を
置
い
て
論
じ
て
い
く
。

　
第
一
の
問
題
は
、
本
書
が
今
後
の
課
題
と
し
た
、
上
方
支
配
機
構
の
成
立

過
程
が
最
も
大
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
欠
落
さ
せ
て
は
正
当
な
評
価
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
分
析
の
対
象
か
ら
外
し
た
論
点
を
指
摘
す
る
の
は
、

無
い
物
ね
だ
り
を
す
る
よ
う
で
申
し
訳
な
い
が
、
こ
れ
が
た
だ
成
立
過
程
に

留
ま
ら
な
い
中
後
期
の
上
方
支
配
を
規
定
す
る
特
質
で
あ
る
た
め
、
本
書
の

歴
史
的
評
価
に
疑
問
を
抱
く
か
ら
で
あ
る
。
評
者
は
享
保
期
以
降
の
上
方
支

配
機
構
は
そ
れ
以
前
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

一
つ
が
所
司
代
・
城
代
の
就
任
形
式
が
変
わ
り
、
幕
府
宮
僚
制
機
構
全
体
で

の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
点
で
あ
る
。
～
七
世
紀
段
階
で
は
所
司

代
・
城
代
に
就
任
す
る
と
各
地
の
譜
代
大
名
は
上
方
へ
転
封
に
な
っ
て
い
た

の
が
、
転
封
せ
ず
に
城
代
・
所
司
代
に
就
任
し
て
上
方
に
赴
任
し
て
く
る
よ

う
に
転
換
し
、
さ
ら
に
そ
の
ま
ま
老
中
に
な
る
と
い
う
昇
進
ル
ー
ト
が
確
立

す
る
決
定
的
な
変
化
が
あ
る
。
ま
た
視
点
を
逆
に
す
る
と
、
例
え
ば
淀
・
亀

山
藩
主
は
上
方
か
ら
関
東
に
転
封
す
る
こ
と
な
く
、
老
申
・
寺
社
奉
行
に
就

任
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
変
化
が
全
国
規
模
で
起
き
て
い
る
点

が
重
要
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
上
方
支
配
機
構
の
成
立
そ
の
も
の
が
江
戸
を
含
む
幕
府
官
僚
制
機

構
成
立
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
点
が
重
要
で
あ
り
、
両
者
は
い
わ
ば
双

生
児
の
よ
う
に
し
て
し
か
生
ま
れ
て
こ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
表
現
を
変
え

る
と
、
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
上
方
支
配
機
構
は
上
方
内
部
で
成
立
す
る
も

の
で
は
な
く
、
外
部
・
他
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
連
動
性
を
抜
き
に
し
て
成

立
し
え
な
い
し
機
能
も
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
一
七
世
紀
段
階
の
よ
う
に
、

上
方
に
所
領
を
持
つ
所
司
代
・
城
代
i
淀
藩
主
ら
と
同
じ
一
譜
代
大
名
で

も
あ
る
一
が
当
事
者
と
し
て
当
該
地
域
全
体
の
支
配
に
関
わ
る
形
式
か
ら
、

第
三
者
と
し
て
関
わ
る
形
式
へ
と
転
換
す
る
こ
と
は
、
水
本
邦
彦
氏
が
提
起

し
た
「
所
有
と
行
政
の
分
離
」
と
い
う
論
点
を
一
歩
進
め
る
う
え
で
も
重
要
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で
あ
る
。
上
方
で
完
結
さ
せ
て
理
解
し
な
い
方
が
、
よ
り
多
く
の
重
要
な
事

実
が
見
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
評
者
も
存
在
す
る
と
考
え
る
近
世
中

後
期
に
お
け
る
上
方
の
相
対
的
自
立
性
は
、
申
世
か
ら
縮
小
し
て
残
存
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
売
禄
⊥
塁
保
期
に
一
旦
解
体
さ
れ
て
再
定
義
が
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
以
下
で
述
べ
る
論
点
も
こ
の
問
題
に
収
敏

し
て
い
く
。

　
第
二
の
問
題
は
、
「
相
対
的
」
の
具
体
的
内
容
を
解
明
し
な
け
れ
ば
抽
象

的
な
一
般
論
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
超
歴
史
的
な
説
明
と
な
り
、
近
世
中

後
期
と
い
う
歴
史
段
階
を
正
確
に
説
明
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
勘
定
所
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
勝
手
方
に

つ
い
て
の
み
、
上
方
を
含
む
全
国
の
幕
領
や
代
官
を
＝
兀
的
に
管
理
・
指
揮

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
評
価
が
妥
当
で
あ
る
が
、
同
時
に
勝
手
方
に
よ

る
支
配
が
始
ま
る
意
味
が
垂
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
近
世
中
後
期
に
上

方
支
配
機
構
が
効
率
的
・
安
定
的
な
支
配
を
行
え
た
の
は
、
勘
定
所
勝
手
方

の
役
割
・
機
能
が
背
後
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本

書
全
体
に
も
関
わ
る
問
題
に
な
る
が
、
元
禄
⊥
畢
保
期
に
、
江
戸
の
老
中
・

寺
社
奉
行
・
勘
定
奉
行
ら
が
担
当
す
べ
き
職
務
と
上
方
支
配
機
構
が
担
当
す

べ
き
職
務
そ
れ
ぞ
れ
が
区
別
さ
れ
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
老
中
・
所

司
代
・
城
代
・
各
奉
行
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
専
念
し
注
脚
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
全
国
支
配
で
行
う
べ
き
事
柄
・
案
件
と
上
方
支

配
が
行
う
べ
き
そ
れ
が
峻
別
さ
れ
、
こ
れ
が
上
方
支
配
機
構
成
立
の
前
提
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
ど
こ
ま
で
を
上
方
支
配
機
構
が
担
当
す
る
か
、
ど
こ
か
ら
あ
る
い

は
何
を
江
戸
の
老
中
・
寺
社
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
評
定
所
が
担
当
す
る
か
、

と
い
う
合
意
・
ル
ー
ル
が
、
法
と
機
構
が
一
体
と
な
っ
て
成
立
す
る
点
が
重

要
な
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
江
戸

の
老
中
ら
に
と
っ
て
、
上
方
内
部
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
ほ
ぼ
確

実
に
老
中
に
な
る
所
司
代
・
城
代
が
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
普

通
で
あ
り
、
こ
れ
は
問
題
が
あ
る
ど
こ
ろ
か
効
率
的
で
さ
え
あ
る
。
江
戸
の

老
中
ら
に
と
っ
て
も
上
方
支
配
機
構
が
一
定
程
度
大
き
な
権
限
を
持
た
な
い

限
り
、
拡
大
し
て
い
く
行
政
需
要
に
江
戸
も
上
方
も
と
も
に
対
応
で
き
な
く

な
る
の
が
、
近
世
中
後
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
の
視

角
を
一
方
に
置
き
な
が
ら
、
同
時
に
で
き
る
限
り
上
方
内
部
で
完
結
す
る
よ

う
に
敢
え
て
権
限
を
付
与
し
て
い
る
と
い
う
側
面
を
も
組
み
込
む
こ
と
で
、

近
世
中
後
期
の
上
方
支
配
の
特
質
が
解
明
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
の
問
題
は
、
老
中
・
評
定
所
と
上
方
支
配
機
構
を
分
裂
し
て
活
動
す

る
個
々
別
々
の
「
点
」
と
讐
点
扁
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
連
動
性
を

持
っ
た
～
体
の
も
の
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言

い
換
え
る
と
、
両
者
の
共
通
点
・
一
体
性
・
協
調
関
係
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

相
違
点
・
対
抗
関
係
や
上
方
内
部
で
完
結
す
る
内
容
を
解
明
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
城
代
・
所
司
代
か
ら
老
中
に
昇
進
す
る
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
が
、
評
定
所
を
構
成
す
る
寺
社
奉
行
を
経
て
城
代
・
所
司
代
へ
と
昇

進
す
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
旗
本
に
関
し
て
は
京
都
・
大
坂
町
奉
行
か
ら
江

戸
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
に
昇
進
す
る
場
合
も
数
多
く
あ
る
。
評
定
所
と
上
方

支
配
機
構
は
構
成
員
が
重
複
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
江
戸
・
上
方
の
支
配

機
構
が
共
有
す
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
や
ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
原
理
原
則
が
存
在

し
、
こ
れ
が
両
方
の
支
配
機
構
が
機
能
分
担
し
な
が
ら
、
と
も
に
安
定
的
・

効
率
的
に
機
能
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
江
戸
で
あ
ろ
う
と
京
都
で
あ
ろ
う
と
大
坂
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
別
の

役
職
に
就
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
は
幕
府
官
僚
制
機
構
全
体
が
共
有
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す
る
一
体
性
・
統
一
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
…
つ
が
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た
昇
進
ル
ー
ト
や
機
構
の
成
立
で
あ
り
、
個
人
作
業
の
延
長

で
あ
っ
た
も
の
が
、
全
国
規
模
で
分
業
関
係
・
機
能
分
担
を
生
み
出
し
組
織

的
対
応
と
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
と
連
動
し
て
、
『
公
事
方
御
定
書
』
『
御
仕
置

例
類
集
臨
等
の
法
典
類
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
で
、
個
人
的
裁
最
に
任
さ
れ
て

い
た
従
来
の
あ
り
方
か
ら
、
成
文
化
さ
れ
先
例
と
し
て
ま
と
め
直
さ
れ
全
国

規
模
で
蓄
積
し
共
有
さ
れ
て
い
く
。
法
と
機
構
が
一
体
と
な
っ
て
生
み
出
さ

れ
定
着
し
て
い
く
過
程
の
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
人
や
法
を
通
し
て
評
定
所

と
上
方
支
配
機
構
の
両
者
が
相
乗
効
果
・
連
動
性
・
一
体
性
を
持
ち
な
が
ら

機
能
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
上
方
支
配
機
構
も
安
定
的
な
支

配
が
行
い
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も
中
後
期
の
上
方
支
配
を
、
上
方
内
部

で
完
結
さ
せ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
視
角
・
手
法
に
限
界
が
あ
る
と
考

え
る
理
由
で
あ
る
。
著
者
が
京
都
と
大
坂
の
簡
方
を
包
摂
す
る
上
方
支
配
機

構
の
解
明
を
め
ざ
し
た
の
と
全
く
同
じ
視
角
で
、
江
戸
と
上
方
の
両
方
を
包

摂
す
る
幕
府
支
配
機
構
論
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
本
書
の
直
接
の
内
容
か
ら
ず
れ
て
し
ま
う
形
で
、
疑
問
を
挙
げ
て

き
た
。
幕
府
が
ど
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
い
て
地
域
把
握
を
し
ょ
う
と
し
て

い
た
の
か
と
い
う
点
は
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
り
、
上
方
八
ヵ
国
を
支
配
す

る
機
構
を
解
明
し
た
本
書
の
意
義
は
す
こ
ぶ
る
大
き
い
。
た
だ
上
方
は
「
鎖

国
」
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
・
物
・
資
金
が
列
島
規
模
で
激

し
く
動
く
そ
の
中
心
で
も
あ
る
。
制
度
史
・
法
制
史
的
視
角
を
一
方
に
置
き

な
が
ら
、
そ
う
し
た
具
体
的
な
動
き
・
流
れ
や
政
策
の
具
体
的
内
容
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
見
る
こ
と
で
、
制
度
が
抱
え
て
い
く
矛
盾
と
そ
の
拡
大
を
も
明
ら

か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
権

力
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
、
地
域
把
握
の
重
要
性
が
増
大
し
て
く
る

と
い
う
、
近
世
中
後
期
の
特
質
を
解
明
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ

る
。　

最
後
に
、
本
書
が
膨
大
な
史
料
を
読
み
込
み
立
論
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、

そ
の
内
容
自
体
を
批
判
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
評
者
の
問
題
関
心
に
無
理
矢

理
引
き
つ
け
た
的
外
れ
な
書
評
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
著
者
と
読
者
に

お
詫
び
し
た
い
。
藪
田
貫
騨
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
研
究
』
、
岩
城
卓
二

『
近
世
畿
内
・
近
侍
支
配
の
構
造
煕
、
大
宮
守
友
『
近
世
の
畿
内
と
奈
良
奉

行
』
等
が
上
梓
さ
れ
、
近
年
の
上
方
支
配
研
究
は
着
実
に
研
究
成
果
を
蓄
積

し
、
到
達
点
・
課
題
を
明
確
に
し
な
が
ら
歩
み
を
続
け
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
本
書
が
そ
の
歩
み
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
の

成
果
が
広
く
共
有
さ
れ
て
よ
り
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
筆
を

轟
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
A
5
判
三
四
二
頁
　
二
〇
一
一
年
一
〇
月

　
塙
轡
房
　
聖
別
九
〇
〇
〇
円
）

　
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
講
師
）
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